
大学の世界展開力強化事業（2022年度選定） 広島大学 取組概要

【事業の名称】（選定年度2022年度）

国際協働学習を通じて醸成するアジャイル・アントレプレナーシップ

【交流推進事業の概要】
1. 広島大学と英国・印度・豪州との４か国５大学共同で，オンラインでのCOIL型学習，ワークショップ，交換留学及びイン
ターンシップの4つのプログラムを対面・同期オンライン・非同期オンラインによって，学びと実践を繰り返す（アジャイル型
教育）方式で人材育成を実施。
2. カーボンニュートラル，SDGs，防災・減災等の世界的課題をそれぞれの地域文化や社会特性を持って主体的にア

ジャイル型学習を実施することで，６つのコンピテンシー（①システム思考，②アントレプレナーシップ，③異文化アジリ
ティ，④批判的思考，⑤リスクマネジメント，⑥レジリエンス）を備えた人材を育成。

【交流プログラムの概要】
段階的にアントレプレナーシップを醸成する
アジャイル型教育プログラム
Program 1：COIL型協働学習
参加５大学の学生の構成チームで取り組む

オンライン型協働学習
Program 2：AGILEワークショップ（オンサイト学習）
隔年で日本，インドに４か国の学生が集まり，

基礎コースの学習成果に基づきワークショップを実施
Program 3：セメスター留学
特別聴講学生として，3か月以上の派遣・受入。

語学力の向上に取り組みつつ，国際課題研究を実施
Program 4：グローバルインターンシップ
海外からの留学生は日本企業でインターシップを実施

日本人学生は英・印・豪で実施

【本事業で養成する人材像】
1. 新たなビジネスモデルを通した新しい価値創造に取り組む
起業家・イノベーター
2. 企業や組織において新しい価値創出に取り組む
イントラプレナー（組織内起業家）
3. 学際的なアプローチで課題解決策を提案する科学者・研究者

【本事業の特徴】
1. COIL型協働学習，ワークショップ，セメスター留学，インターンシップを通してアントレプレナーシップを段階的に醸成す
るステップアップ型教育プログラム
2. カーボンニュートラル，SDGs，防災・減災等の世界的課題を題材に，日と印でそれぞれ日本語と英語のワークショップ
を実施する異文化アジリティを高める学生提案型国際協働学習
3. コロナ禍でのオンライン経験を最大限活用しつつ，ポストコロナを見据え，すべてのアジャイル型教育プログラムでオ
ンラインとオフラインのそれぞれのメリットを組み合わせたブレンディッドラーニング
4. 本学の産官学コンソーシアム，グローバルインターンシップ事業（G.ecbo）及び，連携校の持つインターンシップ事業
を融合した国際標準のインターンシップを実践する産官学連携プラットフォーム
5. BEVIテスト等による留学効果測定や学習履歴・コンピテンシー評価のデジタル証明書システムの試験運用

【交流予定人数】

2022 2023 2024 2025 2026

派遣

実際に渡航する学生 0 0 0 0 0
自国にて国際教育・交流プログラムをオンラインで受講する学生 10 10 10 10 10

実渡航とオンライン受講を行う学生 0 7 17 7 17

受入

実際に渡航する学生 0 0 0 0 0
自国にて国際教育・交流プログラムをオンラインで受講する学生 40 40 40 40 40

実渡航とオンライン受講を行う学生 0 27 7 27 7
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